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【別紙１４】 開業準備に係る蔵書等調達業務及び整備業務 

 

１ 現さくらんぼ図書館から移管する資料について 

現在のさくらんぼ図書館の所蔵数については、【資料１７ さくらんぼ図書館分類別所蔵数】

のとおりである。このうち、新図書館へ移管する資料は、資料の損耗等を考慮し、約４万冊と想

定しており、新図書館開館時には、選定事業者が調達する約８万冊と合わせて合計約１２万冊を

想定している。 

 

２ 視聴覚資料の調達について 

開館時に整備する視聴覚資料の種類・数量は、下記３の金額の範囲内で、選定事業者の提案と

する。 

 

３ 開業準備に係る蔵書等調達業務及び整備業務の内訳について 

(1) 蔵書等調達業務及び関連業務（下表の【黄色】部分） 

平成２８年１１月の開館時には、蔵書約１２万冊で開館する。その内訳は、現在のさくらん

ぼ図書館より約４万冊を整備移管し、新たに約８万冊を調達する。なお、蔵書等調達業務及び

関連業務には、次の各業務が含まれる。 

1) 図書約８万冊の外、雑誌約９０種、新聞約１０種、その他視聴覚資料を、新たに調達する。 

2) 上記 1)の資料とともに、現在のさくらんぼ図書館から移管する資料に関するＩＣタグ、装

備用品等消耗品を、新たに調達する。 

3) 上記 1)の資料とともに、現在のさくらんぼ図書館から移管する資料に関する蔵書データを

作成する。 

4) 上記 1)の資料に関する装備（配架及び閲覧・貸出の管理ができる状態）を行う。 

※ 新たに調達する資料の分類や内容は、選定事業者の提案に基づき、市が決定する。 

※ 新図書館では、現在のさくらんぼ図書館のＭＡＲＣにはこだわらない。 

※ 上記 1)から 4)の費用について、一定額（２億円）を予定とし、入札参加者には、積極的な

サービス内容の提案を期待する。 

※ 調達する図書資料は、全面コーティングを基本とした装備を行う。 
 

(2) 蔵書等整備業務及び関連業務（下表の【緑色】部分） 

蔵書等整備業務及び関連業務には、次の各業務が含まれる。 

1) 現在のさくらんぼ図書館より約４万冊（図書資料、新聞・雑誌、視聴覚資料）を移管（選

別及び運搬等）する。 

2) 上記 1)の資料に関する装備（配架及び閲覧・貸出の管理ができる状態）を行う。 

3) 開業に必要な利用者用の図書館カードを約４万枚整備する。図書館カードの仕様は、時代

に相応したものとし、選定事業者の提案による。 

※ 整備する図書資料は、全面コーティングがされているが、必要となる補強等を行う。 
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開業準備に係る蔵書等調達業務及び整備業務の内訳 
 

図書資料 視聴覚資料 新聞・雑誌 蔵書データ 装備用消耗品 装 備 

現さくらんぼ図書館から約４万冊を移管（選別・

運搬を含む。） 

蔵書データ

の作成（デ

ータコンバ

ートも可能

とするが補

完も必要） 

ＩＣタグ・

装備に係る

消耗品 

装備に伴う

諸経費（人

件費等） 

新規に図書を

約８万冊購入 

選定事業者の

提 案 す る 種

類・数量を調達 

約１００種調

達 

蔵書データ

の作成 

ＩＣタグ・

装備に係る

消耗品 

装備に伴う

諸経費（人

件費等） 

凡例      

業務分類 サービス対価の支払い方法 

 開業準備に係る蔵書等調達業務及び関連業務 ２０年間にわたる割賦支払 

 開業準備に係る蔵書等整備業務及び関連業務 本施設の引渡し後一括支払 

 

 


